
図表１ 博士人材の育成・活躍に向けて目指す姿

＜大学＞
・仕事という出口を見据え、
社会ニーズに合った
大学院教育改革を推進

大学 企業 ＜企業＞
・大学院教育改革の進展を理解
・働き手の多様性と専門性を
高める取り組みの一環として、
オンリーワンの成果を出せる
博士人材の育成・活躍を推進

高い水準の専門性・総合知・汎用的能力を有する博士人材の育成・活躍を推進
─産学官がそれぞれの役割を果たしつつ、連携・協働して取り組む必要─

＜政府＞
・産学が連携して取り組む大学院教育
改革を支援

・博士課程学生に対する経済的支援等

政府

資料：各種資料より経団連事務局作成

図表２ ビジネスとアカデミアを行き来するキャリアを
構築できる環境整備
アカデミア

大学院

企業等
博士課程

修士課程

学士課程

大学等の研究職ポスト
（研究員、助教、講師、准教授、教授等）

就職

共同研究、
クロスアポイントメント、

兼業・副業

実務家教員等

就職、起業
インターンシップ

就職、起業
インターンシップ

就職、起業
インターンシップ

従業員の大学院派遣、
修士号・博士号取得支援

資料：経団連事務局作成

っ
て
も
、
博
士
人
材
の
育
成
は
不
可
欠
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
意
義
を
踏
ま
え
、
今
後
、
産
学
官
が
そ

れ
ぞ
れ
の
役
割
を
果
た
し
つ
つ
連
携
・
協
働
し
て
、

博
士
人
材
の
育
成
・
活
躍
に
向
け
取
り
組
む
必
要
が

あ
る
。
大
学
は
、
ア
カ
デ
ミ
ア
の
研
究
者
育
成
だ
け

で
な
く
、
仕
事
と
い
う
出
口
も
見
据
え
、
社
会
の
ニ

ー
ズ
に
合
っ
た
大
学
院
教
育
改
革
を
推
進
す
べ
き
で

あ
る
。
企
業
は
、
大
学
院
教
育
改
革
の
進
展
を
理
解

し
な
が
ら
、
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
成
果
を
出
せ
る
博
士

人
材
の
育
成
・
活
躍
を
推
進
す
べ
き
で
あ
る
。
政
府

は
、
産
学
が
連
携
し
て
取
り
組
む
大
学
院
教
育
改
革

を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
博
士
課
程
学
生
に
対
す
る

経
済
的
支
援
を
拡
充
す
べ
き
で
あ
る（
図
表
１
参
照
）。

ま
た
、
ビ
ジ
ネ
ス
と
ア
カ
デ
ミ
ア
を
行
き
来
す
る
キ

ャ
リ
ア
を
構
築
で
き
る
環
境
整
備
も
不
可
欠
で
あ
る

（
図
表
２
参
照
）。

博
士
人
材
を
め
ぐ
る
日
本
企
業
の
現
況

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
よ
る
と
、
回
答
企
業
で
は
、

博
士
号
を
取
得
し
て
い
る
従
業
員
の
割
合
は
ご
く
わ

ず
か
で
、
か
つ
博
士
号
取
得
者
の
大
多
数
が
理
系
博

士
で
あ
る
。
ま
た
、
今
後
５
年
程
度
先
を
見
通
し
て

理
系
博
士
の
採
用
を
増
や
す
意
向
の
企
業
は
約
２
割

と
、
現
状
の
採
用
意
欲
は
高
く
な
い
。
こ
の
た
め
、

博
士
人
材
の
能
力
や
多
様
な
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
の
重
要

性
に
対
す
る
企
業
の
認
識
を
高
め
る
必
要
が
あ
る
。

さ
ら
に
、
従
業
員
に
大
学
院
進
学
等
を
促
す
社
内

制
度
を
設
け
て
い
る
企
業
は
全
体
の
３
割
程
度
で
あ

っ
た
。
制
度
の
具
体
的
な
内
容
と
し
て
は
、
経
済
的

支
援
や
有
給
に
よ
る
大
学
院
へ
の
派
遣
が
多
く
、
休

業
・
休
暇
な
ど
時
間
面
の
支
援
制
度
を
有
す
る
企
業

は
限
定
的
で
あ
る
。

握
す
る
と
と
も
に
提
言
取
り
ま
と
め
の
参
考
と
し
た
。

同
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
、
教
育
・
大
学
改
革
推
進
委
員

会
の
み
な
ら
ず
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
委
員
会
、
雇
用

政
策
委
員
会
の
委
員
企
業
な
ど
１
２
３
社
の
回
答
を

得
た（
回
答
率
は
27
・
９
％
）。
回
答
企
業
に
は
本
誌

面
を
借
り
て
改
め
て
お
礼
申
し
上
げ
る
。

以
下
、
提
言
の
概
要
と
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
一
部

を
紹
介
す
る
。

博
士
人
材
の
育
成
・
活
躍
を
推
進
す
る

意
義
と
目
指
す
べ
き
姿

提
言
で
は
、
博
士
人
材
の
育
成
・
活
躍
を
推
進
す

る
意
義
を
四
つ
挙
げ
て
い
る
。

第
１
に
、
諸
外
国
で
は
、
博
士
人
材
の
育
成
・
獲

得
・
活
用
が
積
極
的
に
行
わ
れ
て
い
る
一
方
、
日
本

で
は
博
士
号
取
得
者
数
が
低
水
準
か
つ
横
ば
い
で
推

移
し
て
い
る
。
ま
た
、
博
士
人
材
の
一
定
数
が
民
間

企
業
へ
の
就
職
を
希
望
し
て
い
る
も
の
の
、
一
部
の

業
界
を
除
き
、
多
く
の
企
業
は
博
士
人
材
を
積
極
的

に
採
用
し
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
、
将
来
の
国
際
競

争
力
を
見
据
え
る
と
、
日
本
は
諸
外
国
に
劣
後
す
る

懸
念
が
あ
る
。

第
２
に
、
資
源
の
乏
し
い
日
本
は
「
先
端
技
術
立

国
」「
無
形
資
産
立
国
」
を
目
指
す
べ
き
で
あ
り
、

特
に
少
子
化
・
人
口
減
少
の
進
行
が
著
し
い
中
、
高

度
専
門
人
材
の
育
成
・
活
躍
は
、
質
・
量
の
両
面
で

重
要
性
が
増
し
て
い
る
。

第
３
に
、
高
度
か
つ
社
会
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
大

学
院
教
育
を
通
じ
て
、
高
い
専
門
性
に
加
え
て
、
高

度
な
総
合
知
や
汎
用
的
能
力
等
を
身
に
つ
け
た
人
材

は
、
企
業
で
活
躍
で
き
る
領
域
が
広
い
。

第
４
に
、
大
学
発
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
成
長
に
と

国
際
的
な
人
材
獲
得
競
争
が
加
速
す
る

中
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
に
向
け
て
、

高
度
専
門
人
材
の
育
成
・
獲
得
・
活
用
が

極
め
て
重
要
で
あ
る
。
そ
こ
で
今
般
、
経

団
連
と
し
て
初
め
て
、
高
度
専
門
人
材
で

あ
る
博
士
人
材
と
、
女
性
理
工
系
人
材
の

育
成
・
活
躍
を
真
正
面
か
ら
取
り
上
げ
る

提
言
を
取
り
ま
と
め
、
２
０
２
４
年
２
月

20
日
に
公
表
し
た
。
教
育
改
革
・
人
材
育

成
の
効
果
の
発
現
に
は
時
間
を
要
す
る
。

こ
の
た
め
、
同
提
言
は
、
経
済
界
・
教
育

界
・
政
府
等
の
関
係
各
所
に
問
題
提
起
を

行
い
、
対
応
を
促
す
こ
と
を
主
眼
と
し
て

い
る
。

ま
た
、
２
０
２
３
年
９
月
か
ら
10
月
に

か
け
て
「
博
士
人
材
と
女
性
理
工
系
人
材

の
育
成
・
活
躍
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
」

を
実
施
し
、
経
済
界
に
お
け
る
実
態
を
把

リ
ア
パ
ス
の
提
示
と
企
業
と
ア
カ
デ
ミ
ア
を
行
き
来

す
る
環
境
整
備
の
推
進
、
③
採
用
に
お
け
る
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
の
充
実
と
通
年
採
用
の
推
進
、
④
適
切

な
処
遇
、
⑤
従
業
員
の
大
学
院
進
学
の
促
進
・
支
援

─
な
ど
が
必
要
で
あ
る
。

一
方
、
大
学
・
政
府
は
、
①
大
学
院
教
育
改
革
の

推
進
と
そ
の
実
績
に
関
わ
る
周
知
、
②
博
士
課
程
学

生
に
対
す
る
経
済
的
支
援
の
拡
充
、
③
ジ
ョ
ブ
型
研

究
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
推
進
・
普
及
、
④
ク
ロ
ス

ア
ポ
イ
ン
ト
メ
ン
ト
制
度
の
改
善
に
よ
る
活
用
拡
大
、

⑤
博
士
人
材
に
対
す
る
起
業
等
の
促
進

─
に
取

り
組
む
べ
き
で
あ
る
。

女
性
理
工
系
人
材
の

育
成
・
活
躍
に
向
け
て

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
の
観
点
か
ら
、
企
業
は
多

様
な
人
材
の
活
躍
を
推
進
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、

女
性
理
工
系
人
材
の
育
成
・
活
躍
も
重
要
な
課
題
で

あ
る
。
わ
が
国
は
諸
外
国
と
比
べ
て
理
工
系
を
専
攻

す
る
女
性
が
圧
倒
的
に
少
な
く
、
裾
野
の
拡
大
を
急

が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

前
述
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
は
、
今
後
５
年
程
度

先
を
見
通
し
て
、
理
工
系
女
性
の
採
用
を
拡
大
す
る

企
業
は
６
割
強
と
、
高
い
採
用
意
欲
が
示
さ
れ
て
い

る
。
今
後
、
①
幅
広
い
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
の
一
層
の
周

知
と
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
充
実
、
②
理
工
系
分
野
の
職

場
体
験
の
拡
大
、
③
学
校
等
に
お
け
る
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ

教
育
や
理
工
系
教
育
の
改
善
・
充
実
、
④
理
工
系
分

野
へ
の
進
路
選
択
に
関
す
る
教
員
・
保
護
者
の
理
解

促
進
、
⑤
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
意
識
の
醸
成

─
に

産
学
官
が
連
携
し
て
取
り
組
む
べ
き
で
あ
る
。

な
お
、
博
士
人
材
と
女
性
理
工
系
人
材
の
育
成
・

活
躍
に
向
け
て
は
、
大
学
の
財
政
基
盤
の
強
化
も
重

要
で
あ
る
。
一
方
で
、
少
子
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
大
学
数
は
増
加
傾
向
に
あ
り
、

大
学
全
体
の
定
員
規
模
の
適
正
化
も
課
題
と
言
え
る
。

経
団
連
は
、
こ
れ
ら
の
課
題
を
含
め
て
、
わ
が
国

の
将
来
を
担
う
人
材
育
成
に
向
け
た
教
育
改
革
の
あ

り
方
に
つ
い
て
、
今
後
も
検
討
を
深
め
て
い
く
所
存

で
あ
る
。
会
員
企
業
を
は
じ
め
、
皆
さ
ま
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
引
き
続
き
お
願
い
し
た
い
。

博
士
人
材
の
育
成
・
活
用
に
向
け
て

取
り
組
む
べ
き
施
策

ジ
ョ
ブ
型
雇
用
や
経
験
者
採
用
が
増
え
て
い
る
現

在
は
、
博
士
人
材
が
企
業
で
活
躍
す
る
好
機
で
あ
る
。

企
業
は
自
社
が
求
め
る
人
材
像
に
合
っ
た
博
士
人

材
の
採
用
と
、
従
業
員
に
よ
る
修
士
号
・
博
士
号
の

取
得
促
進
に
取
り
組
む
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

ま
た
、
企
業
や
産
学
連
携
に
よ
る
取
り
組
み
と
し

て
、
①
求
め
る
人
材
像
の
明
確
化
、
②
多
様
な
キ
ャ

橋
はしもと
本雅
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博士人材と女性理工系人材の育成・活躍の
推進に向けて
─提言およびアンケート結果の概要
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